
学習のプロセスでは、「悩み」（p．７４参照）

だけでなく、さまざまな感情や知的欲求、関

心の高まりなどが伴う。ここでは、やや雑多

だが、そうした多様な感情、知的欲求、関心

の高まりを、高校生がどの程度経験している

のかをまとめて尋ねてみた。具体的には、勉

強していて、「すばらしい」とか「ふしぎだ」

と思った経験、興味がさらに強まってきた経

験、自分で調べたり考えたりすることへの関

心などである。

図１－２－１１は単純集計結果を示した。「よ

くある」「時々ある」の合計比率が大きい順

に項目を並べると次のようになる。�「自分
や相手の気持ち・考えをうまく出し合えたら

いいなと思う」７８．６％、�「生き物や自然を
『すばらしい』とか『ふしぎだな』と感じる」

７６．８％、�「国語の教科書を読んでいて、登
場人物や書いてある内容に興味がわいてく

る」６２．４％、�「社会のしくみや歴史のでき
ごとを『すばらしい』とか『ふしぎだな』と

感じる」６１．８％、�「英語を使って外国の人
と話したり、手紙を書いたりしてみたい」

６０．６％、�「数学の考え方や解き方を『すば
らしい』とか『ふしぎだな』と感じる」５３．８％、

�「生き物や自然のことを調べたり考えたり
するのが好きだ」４８．６％、�「社会のしくみ
や歴史のできごとを調べたり考えたりするの

が好きだ」４７．４％、�「数学の問題の解き方
を考えたり工夫したりするのが好きだ」

４１．６％。

これらの数値を大きいとみるか小さいとみ

るかは評価の分かれるところだろうが、「す

ばらしい」とか「ふしぎだな」と感じること

は、対象への知的関心の出発点・原動力であ

り、かつ学習のもっとも重要な成果の１つで

あることは間違いない。新しい学力観に基づ

く教育実践が子どもたちの知的体験にどのよ

うに影響するか、今後の推移に引き続き注目

しておきたい。

自然や社会について、調べたり考えたりす

る（数学については解き方を考えたり工夫す

る）ことが「好き」と答えた回答は、９項目

中で下のほうに集中し、しかも「よくある」

と「時々ある」を合わせても５割程度以下に

とどまっている。これらは新しい学力観のも

っとも重要なねらいに含まれると考えられる

が、現時点では決して高い数値となってはい

ない。「すばらしい」とか「ふしぎだな」と

２．学習していて感じること

「生き物や自然を『すばらしい』とか『ふしぎだな』と感じる」７６．８％（「よ
くある」「時々ある」の合計）、「国語の教科書を読んでいて、登場人物や書
いてある内容に興味がわいてくる」６２．４％、「社会のしくみや歴史のできご
とを『すばらしい』とか『ふしぎだな』と感じる」６１．８％など、「すばらし
い」とか「ふしぎだ」と感じる経験は多い。しかし、自然や社会について、
「調べたり考えたりする」ことが「好き」と答えた回答は少ない。「すばらし
い」とか「ふしぎだ」と思った知的体験を、自ら調べたり考える学習行動へ
と、いかにして結びつけるかが課題となっている。

Ｑ あなたは勉強していて、次のように感じることがありますか。
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注）サンプル数は３８０８人。�

図１－２－１１　学習していて感じること�

よくある� 時々ある� あまりない� ぜんぜんない� 無答・不明�

（％）�

４２．６� ３６．０� １５．７� ４．６�１．１�

３４．２� ４２．６� １７．８� ４．７�

２５．０� ３７．４� ２７．１� ９．５�

２２．１� ３９．７� ２９．３� ８．１�

３２．６� ２８．０� ２５．８� １２．６�

１９．０� ３４．８� ２９．４� １５．７�

１９．２� ２９．４� ３８．１� １２．３�

１８．３� ２９．１� ３７．５� １４．１�

１４．６� ２７．０� ３５．８� ２１．６�

自分や相手の気持ち・考え�
をうまく出し合えたらいいな�
と思う�

生き物や自然を「すばらし�
い」とか「ふしぎだな」と感�
じる�

国語の教科書を読んでい�
て、登場人物や書いてある�
内容に興味がわいてくる�

社会のしくみや歴史のでき�
ごとを「すばらしい」とか�
「ふしぎだな」と感じる�

英語を使って外国の人と話�
したり、手紙を書いたりして�
みたい�

数学の考え方や解き方を�
「すばらしい」とか「ふしぎ�
だな」と感じる�

生き物や自然のことを調べ�
たり考えたりするのが好きだ�

社会のしくみや歴史のでき�
ごとを調べたり考えたりする�
のが好きだ�

数学の問題の解き方を考え�
たり工夫したりするのが好き�
だ�

０．８�

１．０�

０．８�

１．１�

１．２�

１．０�

０．９�

１．１�

思った知的体験を、自ら調べたり考える学習

行動へと、いかにして結びつけるかが課題と

なっている。

第３回調査の回答を第２回調査と比べると、

「生き物や自然を『すばらしい』とか『ふし

ぎだな』と感じる」など４項目で肯定的な回

答が増加した（表１－２－２）。
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表１－２－２ 学習していて感じること（時系列）

注１）第１回は該当項目なし。
注２）第２回と第３回で差のある項目のみ抽出。
注３）＜ ＞は第２回と第３回で５％以上差があるもの。
注４）（ ）内はサンプル数。

第２回（２６１５） 第３回（３８０８）

生き物や自然を「すばらしい」とか「ふしぎだな」
と感じる

よくある ２７．０ ３４．２

時々ある ４１．０ ４２．６

よくある＋時々ある ６８．０ ７６．８

あまりない ２３．５ １７．８

ぜんぜんない ８．１ ４．７

社会のしくみや歴史のできごとを「すばらしい」
とか「ふしぎだな」と感じる

よくある ２０．１ ２２．１

時々ある ３５．０ ３９．７

よくある＋時々ある ５５．１ ６１．８

あまりない ３２．３ ２９．３

ぜんぜんない １２．４ ８．１

数学の考え方や解き方を「すばらしい」とか「ふ
しぎだな」と感じる

よくある １４．６ １９．０

時々ある ３２．２ ３４．８

よくある＋時々ある ４６．８ ５３．８

あまりない ３３．３ ２９．４

ぜんぜんない １９．４ １５．７

数学の問題の解き方を考えたり工夫したりするの
が好きだ

よくある １０．４ １４．６

時々ある ２３．９ ２７．０

よくある＋時々ある ３４．３ ４１．６

あまりない ３６．４ ３５．８

ぜんぜんない ２８．８ ２１．６

（％）

＜

＜

＜

＜
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